
 

  

  

   

 

 

 

 

 

新潟 RC ３月第２例会 (2013.3.12) №2984 

 

(1) ロータリーソング「四つのテスト」斉唱 

(2) 下岡 正八会長挨拶 

コミュニケーション 

 近年若者の「コミュニケーション」能力が落ちたとか、下手

になったといった言葉を耳にすることが多くなりました。 

 一般社会では「コミュニケーション」という用語を、どのよう

な意味に使用しているのでしょう。辞書を引くと『言語や象

徴のやりとり』と書いてあります。しかし言語は人工物で、コ

ミュニケーションの手段（媒体）であって本質ではありませ

ん。私の挨拶で繰り返してきた言語や象徴によってさえも

表し得ない暗黙知や不変項について、説明がありません。 

 そこで、再度辞書を引くと『人間が互いに意思・感情・思

考などを伝達し合うこと』つまり、パラランゲージ(準言語)話

す内容ではなく、話し方のことだといえます。フッサールの

存在論では、言語を用いることができないのは存在しない

こと、だそうです。 

 全ての心的現象は個人の主観的な経験であって、他者

によって直接みたり触れたりできないのです。このように脳

の働きは、現在の人間の知識では定義できないことを、ど

のように行っているのでしょうか。 

 社会的には、書類媒体から電子媒体への変化が起こっ

ています。直接的対話ではなく、携帯・スマホ・タブレット・

パソコンといった間接的対話になってきている中で、文字リ

テラシーから視覚リテラシーへの変化も進行しています。 

 更に、間違った専門性に浸っている社会では、能力も無

いのに専門家等の勝手な解釈で専門用語を多用していま

す。若者には理解できない用語が増加しているため、嫌気

がさして敬遠しているのでは。 

 米国では、一年に八千語の新しい用語が誕生していると

いわれています。当然、死語も同数増加しています。医歯

学の分野で現在の学生は、私が受けた 50 年前の 200~400

倍の情報の提供を受け、暗記を強要されています。 

 本当に若者のコミュニケーション能力が落ちたといえるの

でしょうか。それとも、近代化についていけないボケ老人の

タワゴトとして流しましょうか。  

(3) ビジターの紹介 

  松本 英明君（浪江RC） 

(4) 退会ご挨拶 

第一生命保険 新潟支社長 早川達也君 

(5) ロータリーの友紹介（前川 磐広報副委員長） 

(6) 各種ご寄付の発表 

ロータリー財団寄付発表(後藤司郎委員) 

樋熊 紀雄君  

青少年育成基金寄付発表(宇尾野 隆幹事) 

金親 顯男君 樋熊 紀雄君 

(7) ニコニコボックス紹介（横山 芳郎委員） 

・松本英明君（浪江 RC） 大震災、原発事故から２年が経

過しました。復興とは名ばかりですが、少しずつあゆみつ

づけています。新潟県民、新潟RCの皆様のご支援に感謝

申し上げます。 

・早川 達也君 ２年間、お世話になりました。 

・塚田 正幸君 ①先週例会を休み沖縄へ行って来ました。

新潟～那覇直行便で３時間、韓国より遠い沖縄です。観光

ではなく息子が今月当地の大学を５年かかって卒業したの

で、お世話になった教授に御礼を述べて来ました。さらに

名護市の名護 RC に初めてメーキャップしてきました。バナ

ーの交換もしてきました。②皆さん今日３月１２日は私の６４

回目の誕生日です。例会日が誕生日なんて滅多に有りま

せん。皆さんに祝って頂きありがとうございます。ピアノ演

奏の濱田さんに事前にお願いして今日は私の好きな曲も

演奏してもらいました。濱田さんどうもありがとう。 

・金親 顯男君 例会場の変更（１２階 ゴンドリーナにて開

催）にご協力頂き、感謝致します。 

・新潟明訓中学校設立後６年経ち、一期生が大学受験とな

りました。２クラス（８０名）で東大３名、東北大３名、東京工

大２名、医学部医学科新潟大１名、自治医大２名、その他

いい成績でした。中学校設立は成功でした。今後もよろし

くお願いします。 理事長 伴 昭彦、監事 本間  彊、 

評議員 小林 悟 

(8) 幹事報告（宇尾野 隆幹事） 

・白根 RC５０周年記念式典には出来るだけ大勢の参加を

頂きたく、人数がまとまればバスの手配をして下さるとの連

絡を頂きました。是非、大勢の参加をお願い致します。 

・JTB 遠藤会員の元所属クラブ 甲府 RC と塚田さんがメー

クした名護ロータリークラブのバナーを頂きましたので、回

覧致します。 
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・いわき鹿島 RC よりのお便り披露 

ようやく春めき、なごやかなる季節になりました。貴ロータリ

ークラブ様におかれましては、ますますご発展の事とお慶

び申し上げます。昨年度、東日本大震災被災地域青少年

育成の為、新潟ロータリークラブ様より義援金を頂きまして

ありがとうございました。この度、当クラブ会員の曽我泉美

が「NPO 法人ふくしま震災孤児・児童を見守る会」を立ち上

げましたので、その活動資金に充てていただくよう贈呈い

たしました。３月１０日、地域の子供や保護者を集めて懇談

会やイベントを行うので、そのシンボルとして子供達の手

形で絵を描いた「こいのぼり」を作る費用の一部に充てると

のことです。以上の通り有効に使わせて頂きましたことをご

報告し、心より感謝と御礼を申し上げます。最後になりまし

たが、新潟ロータリークラブ様のご健勝とご活躍をお祈りい

たします。 

平成２５年３月６日 いわきロータリークラブ  

会 長 豊田光代、幹 事 中山昌子     

(9) 会員スピーチ 

「時代と共に見る 損害保険と業界の歴史」 

日本興亜損害保険㈱新潟支店長 鈴木 孝佳 君 

 

米山奨学生 張 文婷さんのご挨拶（３/５例会） 

皆様、こんにちは。 

新潟大学の張文婷です。私がロータリーの奨学生となって、早

いもので2年間が経とうとしています。思い起こせば、2年前、念

願の米山奨学生になれたことを大変うれしく思ったと同時に、人

生の大先輩であるロータリーアンの皆様を前に、大変緊張をし、

毎月、原稿の作成に多くの時間を費やしていました。しかし、大

変忙しい皆様の大切の時間の中、毎月 5 分ほどのお話をする

時間を作って頂くことで、米山奨学生としての信念と誇りを再認

識でき、時には研究等で挫折した心を整理し、自信を取り戻す

ことに繋がることもありました。 

ここで、一つご報告があります。1 日に合格発表があり、無事に

学位を取得することができました。ロータリーの奨学生となった

ことで私は経済面においてのみならず、ロータリアンの皆様の

温かいご支援が大きな励ましと力となっていました。米山奨学生

になっていなかったら、家族にこれ以上の負担をかけられない

ため、恐らく私は博士課程を中退していたと思います。ですの

で、今の自分がいるのはロータリーアンの皆様のおかげだと考

えています。 

米山奨学生になってから多くのことを学び、感じ取り、考え深い

ことがあった中でも、今日は「人への奉仕」についてお話したい

と思います。 

初め、私は皆様がなぜ、世の多くの若者と難民たちを差別なく

経済的に支援するのか分かりませんでした。特に日中や日韓の

政治及び歴史問題が衝突したとき、もし自分が支援する立場に

いたら、どう思うのかまで考え込みました。小さい頃から日本社

会に溶け込もうと努力した結果、国籍なんて関係ないと思うよう

になっていましたが、この時ばかりは、国籍の隔たりを痛感せず 

にはいられませんでした。国境なき差別なき人々を支援し続

けているロータリーアンの皆様に敬意を表します。 

知らない人への奉仕は崇高なものだが、身近の家族への奉

仕も大切であると思うのです。私はこの 2 年間で大切な家族、

親せきを 3 人も亡くしました。祖父と叔母です。そして、祖母は

今も病気と闘い、辛い毎日を送っています。人は大切なものを

失うと初めてその大切さに気づくものです。私は祖父と祖母に

これまで何をしてあげられたか考えてみたが、それは数少な

いものであったことに気付きました。戦争を経験してきた祖父

と祖母の世代、文化大革命を経験してきた父と母の世代、私

たちの世代に至るまで、貧困な生活で苦労を重ねてきた人々

は大勢います。日本に来て 20 年、家族で温泉旅行に出かけ

たことはありませんでしたが、去年の夏、その願いを実現させ

ることができました。子供のように笑って喜ぶ両親を見て、小さ

な夢を叶うことができ、心からロータリーアンの皆様に感謝をし

ました。人への奉仕とは、最も身近な存在である両親に出発

点があることを皆様が教えてくれたような気がしました。 

最後になりますが、4 月から新潟大学の博士研究員になります。

同時に仕事を探していきます。これまで人生の3分の1を中国、

3 分の 2 を日本で過ごしてきたため、しばらく中国で仕事をし

ていくことを望んでいます。目指すところは大学教師としてい

ます。3月2日付の毎日新聞でこんな記事がありました。「北京

の書店から日中関係を見てみたところ、政治問題で日中関係

は冷え込んでいるが、中国の書店には日本の話題作は時を

置かず訳され、売れ行きは好調である」と。政治問題で日中関

係が悪化した一方、市場経済化が進んだ中国社会の底辺で

は、若者たちを中心に日本の「書籍」、「ファッション」、「音楽」、

「食生活」といったサブカルチャーに対する憧れは強く残るこ

とを実感できます。今の中国の大学生のファッションと慣習、

思考など日本の大学生と類似するものを感じます。私は日本

に長年根を下ろし、よく日本を知る一人の中国人として、大学

という小さな国際社会で日中関係の友好的発展に捧げていき

たいです。ロータリーアンの皆様のように、国境なき差別なき

人々を支援し続けていくために。 

最後は、ロータリーの今後のますますの発展をお祈りしながら、

私のスピーチを終わらせていただきます。拙い言葉を最後ま

で聞いてくださり、ありがとうございました。そして、いつもお父

さんのように接してくださるカウンセラーの小田さんをはじめと

するロータリーアンの皆様、事務局の皆様、関係者の皆様、2

年間、本当にありがとうございました。 

 

(10) 本日の出席率 ７３．８１  ％ 

(2週間前メーク後 ８３．３４  ％) 

 

３月１９日の例会予定 

世界ローターアクト週間に因んで  

塚田正幸RA委員長君  

第２５回全国ローターアクト研修会に参加して  

高橋清文地区RA委員 


